
裏面もご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１学期 72日間 終了！ 

 
 72 日間の第 1 学期を終了しました。４年生も三分の一が過ぎたことになります。「早かったな～」「え

～、もう終わりなの～？」という言葉から、子どもたち一人一人が充実した１学期を過ごしたことが伺え

ました。 

保護者の皆様におかれましては、様々な部分でのご支援、ご協力をいただき誠にありがとうございま

した。心より感謝申し上げます。 

 明日から楽しい夏休みとなります。楽しく実り多いものとなりますよう、以下の点のご指導をどうぞ

よろしくお願いいたします。 

 
□ 事故や事件にあわないためにも・・・ 
   

 夏休み中、子どもたちで出かけたり、自転車で移動したりする機会が増えることでしょう。だからこそ

交通安全第一がとても大切になります。また、夏休み中の生活の仕方についてもお家で話し合う機会を

設けて頂きたく思います。 

 

○ 歩行者も自転車も交通標識・交通ルールを固く守りましょう。 

○ 飛び出しは絶対しません。 

○ 自転車に乗る時は、ヘルメット着用は努力義務であり、何よりも自分の命を守るも 

 のです。ヘルメットを被っている、いない、における死亡事故の割合は２．６倍（かぶっていない） 

というデータもあります。（ヘルメットを被らず自転車に乗っている４年生も度々見かけます。） 

○ 午前１０時までは、家庭学習の時間です。（家族と一緒の場合はその限りではありません。） 

○ お昼は、必ず家に一度戻ります。（出ずっぱりにならない） 

〇 子どもだけの家に入ってはいけません。 

○ 夕方５時には、家に戻っています。 

〇「おごる」「おごられる」「かす」「かりる」ことは禁止です。（物、金銭、ゲームなど） 

 

□ 夏休みの課題について 

○ サマー１６   （丸付けもお願いいたします。懇談会でお話したように、可能であれば答えは保 

護者様が管理→丸付けの際に子どもに渡す、間違いを答えを写すのではなく 

直す、ことができると効果的です。 

〇 漢字、計算ブック（丸付けもお願いいたします。同上） 

○ コンクール作品・・・○ 国語（作文、感想文どちらかから１点以上。） 

○ 図工・理科関係で一つ以上。 

              ※ 最低２つとなります。 

○ １行日記 

令和７年７月 18日（金） 

第４学年だより 

№ ６ 



○ タブレットを利用した問題。（スタサプやドリプラで１～３年生までの復習をしたり４年生の学習

に挑戦したりしましょう。） 

〇 読書は、お子さんの情操教育になるとともに、読解力も育むことができます。 

○ 自主学習：（課題としては出しませんが、お勧めいたします。） 

＜まず、お子さんの実態を把握してください。＞ 

 

 

 

＜そのためには＞ 

 

 

 

□ 第２学期始業式について 

 

○  令和７年８月 25 日（月）普段通りの登校になります。  

 ○  １校時・・・学級活動  

   ２校時・・・行事（第二学期始業式）  

   ３校時・・・国語（教科書、ノート、漢字ドリル）  

   ４校時・・・算数（教科書、ノート、算数ドリル）  

 ○  児童下校・・ 12： 00 ごろ（短縮時程です。）  

 ○  持ち物・・・上ばき・お道具箱・学習ファイル・ぞうきん１枚（名前あり）  

         夏休みの課題   

※  コンクール出品は、提出期日が決まっております。必ず持参  

させてください。   

         

※  忘れ物がないか、必ずチェックさせてください。また、お子様の実態によっては  

「一緒に」「寄り添って」確認することをお勧めいたします。  

 

□ お願い 

① 夏休み中、事故などが発生した場合には、直ちに学校に連絡してください。                                  

 ② 習字セットや絵の具セットは、は必ず洗ってください。 

③ お道具箱の中など、学習用具の点検をし、補充してください。 

 

☆ 夏休み中、何かありましたら学校までお知らせください。 

 「くわのっ子の夏休みをご参照ください。」 
 
 
 

楽しく、充実した夏休みに！ 

□ １、２、３年生の漢字や１学期に学習した漢字を習得していますか？ 

（漢字は、その学年、その時期にしか習うことはありません。） 

□ 小数の足し算、引き算など、大きな数などを理解していますか？ 

□ 九九は正しく言えていますか？（例えば急に「○×□」と問われて、正確に言えますか？） 

 

今後の学習の大切な土台となります。 

□ １日の中で、学習する時間を必ず設定しましょう。 

□ お子さんの学習状況を、実際に確認し（声かけだけではなく）定期的に声か

けをしましょう。 


